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【 目 的 】  

 わ が 国 の 子 宮 頸 が ん 検 診 で は 、 が ん 検 診 の

受 診 促 進 と が ん の 早 期 発 見 、 正 し い 健 康 意 識

の 普 及 啓 発 を 目 的 と し て 、 対 象 年 齢 に 達 し た

人 に 受 診 券 を 発 行 し て い る 。 今 回 、 今 後 の 受

診 率 向 上 に 繋 げ る た め 、 本 県 に お け る 若 齢 者

の 受 診 者 数 と 受 診 率 の 動 向 等 に つ い て 調 査 し

た の で 報 告 す る 。  

 



【 対 象 と 方 法 】  

 平 成 20 ～ 26 年 度 に 実 施 し た 20 ～ 44 歳 の 子 宮

頸 が ん 検 診 受 診 者 を 対 象 と し て 、 経 年 的 に 年

齢 階 級 別 の 受 診 率 ・ 検 診 初 回 率 の 推 移 を み た 。

年 齢 階 級 は 20 ～ 24 歳 ， 25 ～ 29 歳 ， 30 ～ 34 歳 ，

35 ～ 39 歳 ， 40 ～ 44 歳 の 5 グ ル ー プ と し た 。 ま

た 、 要 精 検 率 と 精 検 結 果 状 況 に つ い て は 、 20

～ 44 歳 と 45 歳 以 上 の 年 齢 層 で 比 較 検 討 し た 。

統 計 学 的 検 討 は 、 χ 2 検 定 を 用 い P ＜ 0.05 を

も っ て 有 意 差 あ り と し た 。  

 

【 結 果 】  

 受 診 者 数 は 、 平 成 21 年 度 の 無 料 ク ー ポ ン 配

布 時 に 増 加 し 、 平 成 22 年 度 に は 最 多 の 30,446 人

と な っ た が 、 平 成 23 年 度 の 大 震 災 を 契 機 に 26,

316 人 ま で 減 少 し 、 以 降 、 ほ ぼ 横 ば い 状 態 に あ

る 。 受 診 率 も 同 様 で 、 平 成 22 年 度 の 52.8 ％ を

ピ ー ク と し て 、 以 後 増 加 傾 向 は み ら れ ず 、 平

成 23 ， 24 ， 25 ， 26 年 度 は そ れ ぞ れ 51.6 ％ ， 5

0.2 ％ ， 47.6 ％ ， 47.9 ％ で あ っ た 。 年 齢 階 級 別



で は 、 20 ～ 24 歳 は 各 年 度 23 ％ 前 後 で 推 移 し て

お り 、 25 歳 以 上 の グ ル ー プ と 比 較 し 、 平 成 22

年 度 か ら は 有 意 に 低 か っ た （ P ＜ 0.05 ）。 検 診

初 回 率 は 、 20 ～ 24 歳 が 最 も 高 く 、 平 成 22 年 度

で は 最 高 の 89.1 ％ で あ っ た が 、 大 震 災 以 降 は

全 て の グ ル ー プ で 年 々 僅 か だ が 減 少 傾 向 が み

ら れ 、 20 ～ 24 歳 で も 平 成 26 年 度 に は 81.7 ％ ま

で 低 下 し て い た 。 一 方 、 要 精 検 率 は 平 均 1.7

5 ％ ( 最 少 1.47 ％ ～ 最 大 2.04 ％ ) で あ り 、 45

歳 以 上 の 平 均 0.31 ％ と 比 較 し て も 高 率 で あ っ

た （ P ＜ 0.05 ）。 精 検 結 果 状 況 に つ い て 、 CIN3

以 上 の 治 療 病 変 検 出 率 は 平 均 0.27 ％ ( 最 少 0.

22 ％ ～ 最 大 0.31 ％ ) で 、 45 歳 以 上 の 0.04 ％ に

比 し 有 意 に 高 か っ た （ P ＜ 0.05 ）。  

 

【 ま と め 】  

 子 宮 頸 が ん 検 診 の 受 診 率 は 死 亡 率 や 罹 患 率

の 低 下 に 直 接 反 映 す る 。 ゆ え に 、 受 診 率 向 上

へ の 努 力 は 重 要 な 課 題 で あ る 。 特 に 20 ～ 40 歳

代 は 妊 娠 可 能 な 年 齢 層 で あ り 、 早 期 発 見 ・ 治



療 に よ り QOL が 向 上 し 、 妊 孕 性 も 保 持 さ れ る

の で 、 こ れ ら 若 齢 者 層 の 受 診 率 向 上 は 必 須 で

あ る 。  

 若 齢 者 層 の 受 診 者 を 増 や す 一 手 段 と し て 、

自 治 体 が 配 布 し て い る 受 診 券 の 有 効 利 用 が あ

る 。 特 に 検 診 開 始 年 齢 を 含 む 20 ～ 24 歳 の 受 診

率 が 低 い こ と か ら 、 こ の 年 代 へ の 広 報 や 健 康

教 育 は 重 要 で あ る 。 こ れ と 並 行 し て 、 検 診 未

受 診 者 へ の 通 知 を 行 う コ ー ル ・ リ コ ー ル の 実

施 や 、 子 宮 頸 が ん 啓 発 活 動 に よ る 知 識 普 及 な

ど を 通 し 、 継 続 し た 受 診 勧 奨 が 受 診 率 向 上 に

つ な が る よ う 努 力 せ ね ば な ら な い 。     
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